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SL
の
通
常
運
行
開
始
と
な
る
3
月
19
日
に
併
せ

て
行
わ
れ
る
観
光
開
き
。
JR
津
和
野
駅
に
到
着
し

た
SL
を
「
つ
わ
の
太
鼓
」
が
迎
え
ま
し
た
。
今

年
で
発
足
20
年
を
迎
え
た
彼
ら
の
迫
力
あ
る
演
舞

に
、
観
光
客
も
自
然
と
足
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。



3　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　2

本紙に掲載の平成 29 年度施政方針は、平成 29 年
３月の津和野町議会において示された冒頭の内容を
一部抜粋・再編集し掲載しています。施政方針の
全文については、津和野町ホームページ（http://
www.town.tsuwano.lg.jp/）に掲載しています。

け
る
施
工
不
良
に
伴
う
使
用
禁
止

問
題
が
こ
の
度
浮
上
し
た
こ
と
に

よ
り
、
財
政
面
に
お
い
て
複
雑
か

つ
難
解
な
検
討
を
余
儀
な
く
さ
せ

ら
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
に
お
い
て
明
確
な
方

針
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま

す
が
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
こ

れ
ら
の
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
判
断

し
、
方
針
を
お
示
し
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
人
口
・
交
流
人
口
増
へ

一
方
で
、
不
測
の
事
態
が
重
な

る
厳
し
い
状
況
な
が
ら
も
、
全
国

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
地
方
創
生

の
流
れ
に
お
い
て
、
本
町
固
有
の

財
政
的
制
約
を
理
由
に
後
れ
を
と

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
も
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
本
町
の
人
口
動

態
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
に
講
じ
て

き
た
人
口
減
少
対
策
の
効
果
が
数

字
と
し
て
表
れ
始
め
て
い
る
と
認

め
て
お
り
ま
す
。
念
願
の
社
会
増

へ
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
へ
差

し
か
か
る
明
る
い
兆
し
の
中
、
社

会
増
は
子
供
の
出
生
数
の
増
に
つ

な
が
り
自
然
増
減
へ
も
良
き
影
響

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
一
層
の
対

策
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
人
口
減
少

は
、
地
域
経
済
の
縮
小
と
い
う
悪

影
響
を
も
た
ら
し
地
域
活
力
を
失

わ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
本

町
に
お
い
て
守
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
文
化
や
自
然
を
次
代
に

引
き
継
い
で
行
く
人
材
の
減
少
を

意
味
し
ま
す
。
本
町
が
将
来
に

渡
っ
て
存
続
し
て
行
く
上
で
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
に
渡
っ
て
も

た
さ
れ
た
人
口
減
少
が
早
急
に
解

決
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
は
な
い

と
も
自
覚
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
予
測
さ
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
よ
り
本
町
の
定
住
施
策
が
後
退

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

特
に
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
の

度
協
定
を
締
結
す
る
山
口
県
央
連

携
都
市
圏
域
形
成
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

山
口
市
、
宇
部
市
を
中
枢
都
市
と

し
て
、
萩
市
、
防
府
市
、
美
祢
市
、

山
陽
小
野
田
市
、
そ
し
て
私
ど
も

津
和
野
町
が
参
画
を
し
連
携
協
約

を
結
ぶ
も
の
で
、
観
光
を
中
心
と

し
た
経
済
対
策
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
遺

産
と
世
界
遺
産
の
連
携
、
道
の
駅

の
連
携
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
も
含
め
た
本

町
の
観
光
振
興
に
大
き
な
可
能
性

を
も
つ
も
の
と
し
て
期
待
を
寄
せ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
資
源
の
効
率
的
、

効
果
的
な
配
分
を
意
識
し
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福

祉
施
策
、
病
院
問
題
な
ど
の
保
健

医
療
対
策
、
地
域
活
力
を
生
み
出

す
源
と
な
る
商
工
観
光
や
農
林
業

の
振
興
、
津
和
野
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
教
育
、
文
化
の
保
存
・
活

用
、
更
に
は
道
路
や
上
下
水
道
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
整
備
な

ど
、
本
町
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
と
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
施
政
方
針

平
成
25
年
7
月
28
日
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
か
ら
4
年
の
歳
月
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

被
害
は
甚
大
で
試
行
錯
誤
の
毎
日

で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
名
賀
川

河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
の
一
部

工
区
を
除
き
、
災
害
指
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
に

お
い
て
概
ね
災
害
復
旧
工
事
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ま
だ
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
方
々
に
は
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
最
後
ま
で

気
を
抜
く
こ
と
な
く
復
旧
事
業
を

完
遂
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
今
し
ば
ら
く
ご
理
解
、
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し

ま
す
。

様
々
な
問
題
と
の
直
面

平
成
17
年
の
合
併
以
来
、
本
町

は
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
、
順
調
に
そ
の
成
果
を
見
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
11
年
目

と
な
る
平
成
28
年
度
よ
り
、
合
併

算
定
替
え
の
特
例
期
間
が
終
了

し
、
段
階
的
な
普
通
交
付
税
の
縮

減
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
災
害
復
旧
に
関
わ
る
起
債
残

高
の
増
は
現
実
的
な
課
題
と
し
て

今
後
の
財
政
運
営
に
影
を
落
と
し

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施

設
や
役
場
庁
舎
の
老
朽
化
な
ど
、

今
後
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
慎
重
な
る
検
討
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
大
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
中
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
役

場
庁
舎
が
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
状
況
は
、
早
急
な
対
策
を

施
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
財
源
と
し
て
予
想
さ
れ
る
合

併
特
例
債
の
期
限
が
平
成
32
年
に

近
づ
い
て
き
て
い
る
中
で
本
庁

舎
、
津
和
野
庁
舎
の
対
策
に
つ
い

て
平
成
29
年
度
よ
り
検
討
に
入
る

予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
日
原
開
発

セ
ン
タ
ー
の
昭
和
48
年
建
設
に
お

平成29年度当初予算

まち ･ひと ･しごと創生
津和野町総合戦略に向けて

町税 6 億 6 千万円（8.5％）

地方交付税
37 億 1千万円（48.0％）国庫支出金

6 億 9 千万円（9.0％）

県支出金（５.9％）
4 億 6 千万円

3 月 30 日に行われた山口県央連携都市圏域
連携協約締結式。相互に連携し、圏域全体の
更なる活性化に取り組みます。

繰入金（11.8％）
9 億 1千万円

町債（9.9％）
7 億 6 千万円

その他（5.7％）
5 億 3 千万円

77 億 3 千万円
（100％）

77 億 3 千万円
（100％）

人件費 12 億円（15.5％）

物件費
14 億円（18.1％）

補助費等（13.2％）
10 億 2 千万円

公債費 17 億 5 千万円（22.6％）

繰出金（11.2％）
8 億 6 千万円

普通建設事業費
8 億 5, 千万円（11.0％）

扶助費
5 億円（6.5％）

その他
1億 4 千万円（1.9％）

総務費（14.3％）
11億円

民生費（19.6％）
15億1千万円

衛生費（8.3％）
6億4千万円

農林水産業費（5.6％）
4億3千万円

商工費（3.8％）
3億円土木費（10.8％）

8億3千万円

消防費（3.5％）
2億7千万円

教育費（10.4％）
8億円

公債費（22.7％）
17億5千万円

その他（1.0％）
8千万円

※グラフ上の金額については百万の位で四捨五入して掲載して
います。

歳入

平成29年度当初予算における歳入・歳出構成内訳表

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
77
億
３
，
４
０
０
万

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額

79
億
４
，
５
０
０
万
円
に
対

し
2.7
％
（
2
億
１
，
１
０
０
万

円
）
の
減
額
。
一
般
財
源
総
額
で

は
、
56
億
３
，
４
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
一
般
財
源
総
額

55
億
２
，
９
０
０
万
円
に
対
し

1.9
％
（
1
億
５
０
０
万
円
）
の
増

額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
は
、

「
ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と
創
生
津

和
野
町
総
合
戦
略
に
係
る
事
業
」

を
柱
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
分
枠
予
算
を
堅
持
し

つ
つ
重
点
施
策
を
具
現
化
す
る
た

め
に
、
事
業
費
や
事
務
量
の
増
減

要
因
を
十
分
に
検
証
す
る
と
と
も

に
、更
な
る
経
費
の
節
減
に
努
め
、

後
年
度
負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら

基
金
や
町
債
を
効
果
的
に
活
用
す

る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

よ
り
効
率
的
な
行
政
執
行
と
財
政

運
営
の
確
立
に
徹
す
る
予
算
編
成

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま

す
。次

ペ
ー
ジ
で
は
今
年
度
か
ら
新

た
に
計
画
さ
れ
た
主
な
事
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特別会計予算
国民健康保険事業 11 億 3 万円

介護保険事業 13 億 1,685 万円
後期高齢者医療 3 億 97 万円
簡易水道事業 3 億 8,634 万円
下水道事業 4 億 3,965 万円

農業集落排水事業 372 万円
奨学金 1,283 万円
診療所 5,710 万円

介護老人保健施設事業 4 億 2,830 万円

津和野町病院事業
資本的収入 4,907 万円
資本的支出 8,911 万円

歳出

津和野町長 下森博之
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通
院
を
支
え
ま
す

通
院
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
医
療
機
関
に
補
助
金

よ
り
迅
速
な
消
火
を

津
和
野
町
第
一
分
団
に
タ
ン
ク
車
を
配
備

き
れ
い
な
水
の
提
供
を

浄
水
方
法
等
の
変
更

伝
達
力
の
強
化
に

津
和
野
町
消
防
団
に
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
配
備

通
院
に
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
（
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
）
に
対
し
付

き
添
い
等
の
支
援
を
す
る
医
療
機
関
に

補
助
金
を
出
し
ま
す
。

津
和
野
町
消
防
団
総
合
整
備
計
画
に

則
り
、水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
通

称
タ
ン
ク
車
）
を
津
和
野
町
消
防
団
第

一
分
団
に
新
た
に
配
備
し
ま
す
。
こ
の

タ
ン
ク
車
は
消
火
用
の
タ
ン
ク
を
搭
載

し
て
お
り
、
現
場
に
到
着
し
た
際
に
素

早
く
消
火
活
動
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。水

道
の
浄
水
方
法
を
急
速
ろ
過
（
除

マ
ン
ガ
ン
）
か
ら
病
原
性
原
虫
対
策
を

施
す
紫
外
線
処
理
に
変
更
し
ま
す
。
ま

た
、
浄
水
方
法
の
変
更
に
伴
い
、
送
水

ポ
ン
プ
の
設
置
と
遠
隔
監
視
装
置
の
老

朽
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
更
新
も
行
い

ま
す
。

津
和
野
町
消
防
団
総
合
整
備
計
画
に

則
り
、
津
和
野
町
消
防
団
全
10
分
団
で

合
計
１
０
０
台
の
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線

機
を
平
成
29
～
32
年
の
４
ヶ
年
で
配
備

し
ま
す
。

30
万
円

健
康
福
祉
課 

☎
72
ー
０
６
５
１

２
，
９
０
０
万
9
千
円

総
務
財
政
課 

☎
74
ー
０
０
２
８

1
憶
94
万
円

環
境
生
活
課 

☎
72
ー
０
３
０
９

３
３
４
万
８
千
円

総
務
財
政
課 

☎
74
ー
０
０
２
８

魅
力
的
な
観
光
づ
く
り

連
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

携
帯
電
話
通
信
範
囲
拡
大
へ

商
人
下
と
左
鐙
福
谷
に
携
帯
鉄
塔
設
置

所
有
者・境
界
等
を
明
ら
か
に

林
地
台
帳
の
作
成
開
始

暮
ら
し
の
身
近
な
町
営
バ
ス

町
営
バ
ス
料
金
を
２
０
０
円
に
統
一

年
間
を
通
じ
て
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン

ト
を
設
定
し
、
そ
の
前
後
期
間
に
町
内

事
業
者
参
加
に
よ
る
、
食
材
等
に
こ
だ

わ
っ
た
自
主
的
取
組
を
誘
発
し
ま
す
。

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
み
従
事
す
る
一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
と
せ
ず
、
広
が
り
の
あ

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
目
指
し
ま
す
。

携
帯
電
話
不
感
地
域
で
あ
る
商
人
下

お
よ
び
左
鐙
福
谷
地
内
に
携
帯
電
話
基

地
局
（
鉄
塔
）
を
整
備
し
、
災
害
時
等

の
通
信
手
段
の
確
保
や
定
住
・
交
流
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

平
成
28
年
5
月
に
森
林
法
の
一
部
改

正
が
あ
り
、
市
町
村
に
お
い
て
林
地
台

帳
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
の
林
地
台
帳

の
公
表
に
向
け
て
2
カ
年
間
を
か
け
て

整
備
を
行
い
ま
す
。

町
営
バ
ス
の
料
金
が
区
間
に
応
じ
て

３
０
０
円
と
２
０
０
円
に
分
か
れ
て
い

る
料
金
体
系
を
見
直
し
、
２
０
０
円
に

統
一
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
間
地

域
で
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。
併
せ

て
、
山
口
線
と
の
接
続
及
び
町
内
循
環

バ
ス
の
走
行
等
、
交
通
体
系
の
再
編
に

つ
い
て
調
査
・
計
画
を
し
ま
す
。

４
０
９
万
2
千
円

商
工
観
光
課 

☎
72
ー
０
６
５
２

２
，
３
９
７
万
円

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
74
ー
０
０
９
２

３
２
４
万
円

農
林
課 

☎
72
ー
０
６
５
３

４
６
２
万
円

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
ー
０
０
９
２
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安
全
な
み
ち
づ
く
り

町
道
３
路
線
を
調
査

西
周
記
念
事
業
開
催

西
周
没
後
１
２
０
年

拠
点
の
見
直
し
を

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー
等
耐
震
診
断

亀
井
氏
記
念
事
業
開
催

亀
井
氏
入
城
４
０
０
年

町
道
に
対
し
、
緊
急
道
路
防
災
総
点

検
を
実
施
し
、
要
対
策
、
監
視
箇
所
と

し
て
８
路
線
19
箇
所
を
県
に
報
告
し
ま

し
た
。
今
日
ま
で
安
全
対
策
事
業
未
対

策
箇
所
の
斜
面
を
調
査
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
対
策
の
規
模
に
よ
り
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
緊
急
性
の
高
い
３
路
線

（
柳
宿
の
谷
線
、
商
人
線
、
福
谷
線
）

を
調
査
し
ま
す
。

近
代
日
本
哲
学
の
祖
で
あ
る
西
周
の

没
後
１
２
０
年
に
あ
た
り
、講
演
会
等
、

顕
彰
に
必
要
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
津
和
野
町
民
セ

ン
タ
ー
・
体
育
館
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

安
全
・
安
心
な
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。

亀
井
氏
が
、
因
州
鹿
野
（
現
、
鳥
取

市
鹿
野
町
）
か
ら
津
和
野
へ
入
城
し
、

今
年
で
４
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

に
あ
た
り
、
講
演
会
や
記
念
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

４
，
５
０
０
万
円

建
設
課 

☎
74
ー
０
０
８
１

８
８
８
万
8
千
円

教
育
委
員
会 

☎
72
―
１
８
５
４

58
万
２
千
円

教
育
委
員
会 

☎
72
―
１
８
５
４

74
万
6
千
円

教
育
委
員
会 

☎
72
―
１
８
５
４

役場では今年度新たに 9 名の新規採用職員を迎えました。皆さまのチカラになれるよう全員決意
を新たにしています。皆さま、末永くよろしくお願いします。（①氏名②所属課③出身④一言コメント）

平成 29 年度 新規採用職員紹介

①
長な

が
み
ね嶺 

貴た
か
こ子

②
日
原
保
育
園

③
津
和
野
町

④
子
ど
も
た
ち
の
心
に
よ
り
添

え
る
、
温
か
い
保
育
士
に
な
れ

る
よ
う
に
一
所
懸
命
頑
張
り
ま

す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
！

①
長な
が
み
ね嶺 

ふ
た
ば

②
青
原
保
育
園

③
津
和
野
町

④
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
笑
顔

で
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
野の
む
ら村 

麻あ

こ耶

②
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

③
津
和
野
町

④
一
事
が
万
事
を
モ
ッ
ト
ー
に

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
吉よ
し
か
わ川 

健け
ん
た太

②
農
林
課

③
吉
賀
町

④
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し

く
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
の
も

と
、
誠
心
誠
意
尽
力
い
た
し
ま

す
。 よ

し
か
わ

①
石い
し
か
わ川 

亜あ

き

こ
希
子

②
教
育
委
員
会

③
益
田
市

④
津
和
野
町
が
さ
ら
に
住
み
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
誠
心
誠

意
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
石い
し
か
わ川 

大だ
い
き樹

②
税
務
住
民
課

③
津
和
野
町

④
仕
事
を
早
く
覚
え
、
し
っ
か

り
と
職
務
を
全
う
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
石い
し
か
わ川 

元も
と
き揮

②
環
境
生
活
課

③
益
田
市

④
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
来
た
ば
か
り

で
す
が
、
早
く
地
域
に
慣
れ
、

皆
さ
ん
と
仲
良
く
楽
し
く
住
み

や
す
い
津
和
野
に
な
る
様
頑
張

り
ま
す
。

①
兼か
ね
た田 

咲さ
き

②
健
康
福
祉
課

③
山
口
県
萩
市

④
保
健
師
と
し
て
働
き
ま
す
。

町
に
住
む
皆
様
の
身
近
な
存
在

と
な
れ
る
よ
う
日
々
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
金か
ね
や
ま山 

大ひ
ろ
ゆ
き将

②
建
設
課

③
津
和
野
町

④
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
津

和
野
町
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

町
と
な
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
尽

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

津和野町を盛り上げます！
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建設課議会
事務
局

議場

Ｗ・Ｃ

正面玄関

駐輪場

W・C

総務財政課
危機管理室

副町長

町長

総合窓口
（税務住民課）

税務住民課

つわの暮らし
推進課

出納室

Ｗ・Ｃ
Ｗ・Ｃ

教
育
委
員
会

商
工
観
光
課

総
合
窓
口

参事 教育長

健
康
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

保
健
予
防
係

環境生活課

農林課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

町長 下 森 博 之
副町長 島 田 賢 司

税務住民課
☎ 74-0069

課長 吉 田 智 幸
課長補佐 山 本 慎 吾
課長補佐 長 嶺 義 幸

山 本 早 苗
瀧 山 浩 美
藤 井 安 弘
品 川 達 哉
小 野 克 仁
大 庭 美 里
椋 木 将 史

石 川 大 樹

総合窓口（税務住民課）
☎ 74-0059

課長補佐 渡 辺 寛 夫
斎 藤　 彩
中 西 あ ゆ み

教育長 世 良 清 美

商工観光課
☎ 72-0652

課長 藤 山　 宏
課長補佐 村 田 隆 昭

米 本　 潔
齋 藤 貴 達
湯 浅 典 子
青木香奈絵

歴史まちづくり推進室
室長（兼務）藤 山　 宏
副室長（兼務）村 田 隆 昭

（兼務） 米 本　 潔

総合窓口（商工観光課内）
☎ 72-0663

青 木 育 世
篠 原　 徹
滝 本 紘 士
青 柳 秀 太

医療対策課
☎ 72-4088

課長 下 森 　 定
課長補佐 益 井 仁 志

水 津 美 奈
江 上 い ず み
長 野 純 子
櫻 下 　 緑

地域包括支援センター
（医療対策課内）☎ 72-0683

教育委員会日原窓口
次長補佐 齋 藤 和 幸

森鷗外記念館
☎ 72-3210

大 山 優 子

桑原史成写真美術館
※御用の際には安野光雅美術館

（☎ 72-4155）へおかけ下さい。

館長 齋 藤 道 夫

安野光雅美術館
☎ 72-4155

副館長（兼務） 齋 藤 道 夫

青原保育園
副園長 宅 野 文 子

水 津 智 美
渡 邉 紗 也 加
長 嶺 ふ た ば
井 上 史 子

給食センター
松 本 利 和

田 村 鉄 治

山 本　 徹

日原保育園
副園長 佐々木正子
副園長 柳井江利子

篠 原 純 子
石 村 直 子
島 袋 真 希
長 嶺 貴 子
谷 口 法 賀
竹 内 留 美
大 谷　 高

畑迫保育園
佐々木かおり
柳井 里絵子

建設課
☎ 74-0081

課長 木 村 厚 雄
課長補佐 佐 々 井 将 利
課長補佐 野 田 裕 一

倉 木 正 行

青 木 貴 志

日 熊 憲 明
川 﨑 優 一
三 浦 香 織

岡 本 直 也

金 山 大 将

議会事務局
☎ 74-0089

事務局長 福 田 浩 文

※災害復旧推進室（建設課内）
は閉所しました。

職
員
配
置

平
成
29
年
4
月
１
日
付
け
人
事
異
動
で
職
員
の
配
置
が
次
の
通
り
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
、
保
育
園
な
ど
の
庁
舎
以
外
の
住
所
等
に
つ
い
て
は
各
施
設
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

公民館、保育園など

日原第2庁舎

環境生活課
☎ 72-0309

課長 和 田 京 三
課長補佐 清 水 浩 志
課長補佐 齋 藤 隆 司

石 橋 洋 亜
石 川 卓 弥
三 浦 誠 二
永 田 達 哉
宮 下 将 典
石 川 元 揮
益 成 安 廣

（ 再 任 用 ）

健康福祉課
☎ 72-0651

課長 土 井 泰 一
課長補佐 山 本 博 之
課長補佐 大 井 正 彦

岸 田 道 治
植 田 直 樹
柳 井 宏 樹
水 津 太 志
河 野 雅 美
田 中 美 里
村 上 千 絵
西 藤 絢 子
高 松　 遼
兼 田　 咲

津和野庁舎 本庁舎

つわの暮らし推進課
☎ 74-0092

課長 内 藤 雅 義
課長補佐 中 岡 真 一

須 川 寿 賀 子
楠 　 寛
村 上 剛 士
岸 田 浩 明
内 谷　 元
横 田 雄 一
河 良 純 平
石 川 慎 太 朗
野 村 麻 耶

地域活動支援室
（つわの暮らし推進課内）

☎ 74-0086

出納室
☎ 74-0082

会計管理者 竹 内　 誠
室長補佐 中 田 紀 子

総務財政課
☎ 74-0028

課長 岩 本 要 二
課長補佐 青 木 早 知 枝
課長補佐 堀　 重 樹

安 村 義 夫
樋 口 和 宏
清 水 健 太
三 宅 将 平
弘 田 有 希 恵
大 庭 耕 平
清 水 孝 倫
( 研 修 派 遣 ）

危機管理室（総務財政課内）
室長（兼務）岩 本 要 二
副室長（兼務） 堀　 重 樹

阿 部 光 博
山 本　 淳

〒 699-5292 津和野町日原 54 番地 25〒 699-5605 津和野町後田ロ 64 番地 6

津和野共存病院内
〒 699-5604 津和野町森村ロ -141

〒 699-5292 津和野町日原 245 番地 1

農林課
☎ 72-0653

課長 久 保 睦 夫
課長補佐 桑 原 正 勝

小 藤 信 行
村 上 久 富
酒 巻　 彰
三 浦　 翔
　 川 健 太

農業担い手支援センター
（農林課内）

村 上 宏 志
佐 伯　 晃
長 嶺 将 志

教育委員会
☎ 72-1854

教育次長 中 村 博 己
次長補佐 中 田 伸 司

大 垣　 隆
沖 田 祥 子
俵　 知 巳
竹 田 亨 志
宮 下　 浩
石 川 亜 希 子

郷土館・津和野民族資料館
☎ 72-0300

宮 田 健 一
伊 藤 悟 郎
小 杉 紗 友 美

福祉事務所（健康福祉課内）
☎ 72-0673

課長補佐 山 下 泰 三
藤 本 憲 児
椿　 利 昭
石 井 崇 恵
倉 木 翔 史
小 柴 陽 介
栩 木 恵 美
永 岡 謙 太

津和野町東京事務所
☎ 03-5615-8358

所長（兼務）藤 山　 宏
次長 宮 内 秀 和

津和野日本遺産センター
☎ 72-1901

平成 29  年度

退職者（平成 29 年３月31日付）
齋 藤 　 等 田 村 津 与 志
山 本 典 伸 羽 多 野 寿 子
赤 松 朱 美 中 山 頌 子
和 崎 八 恵 子 草 田 比 呂 子
岡 崎 　 卓 水 津 　 隆

子育て支援センター
センター長
（兼務） 土 井 泰 一

次長（兼務）佐 々 木 正 子
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町からのお知らせ
広報つわの 2017 年 4 月 14 日発行

郷土館☎ 72-0300
古写真を探しています

現
在
、
後
田
の
殿
町
通
り
の

津
和
野
町
役
場
津
和
野
庁
舎
の

は
す
向
か
い
、
町
民
セ
ン
タ
ー

の
隣
で
は
津
和
野
藩
校
養
老
館

の
保
存
修
理
工
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
現
状
の
規
模
の
ま
ま

江
戸
期
の
武
道
場
の
形
状
に
復

元
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

裏
側
（
津
和
野
川
側
）
に
お
い

て
は
古
写
真
、
図
面
や
絵
図
が

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
形
状
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
建
物
を
復
元
す
る
た
め

の
参
考
資
料
と
し
て
、戦
前（
昭

和
初
期
）
ま
で
の
川
側
が
写
っ

て
い
る
古
写
真
を
探
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
今
後
同
様
に
伝
統
的

な
建
造
物
等
の
保
存
修
理
を
行

う
際
に
判
断
材
料
と
な
り
う
る

可
能
性
が
高
い
た
め
、
戦
前
期

と
思
わ
し
き
古
写
真
が
あ
れ
ば

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
も
し
養
老
館
で
な

く
と
も
古
い
建
物
が
写
っ
て
い

る
、
写
り
込
ん
で
い
る
古
写
真

及
び
、
戦
前
期
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル

ム
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
育

委
員
会
に
、
お
貸
し
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。
写
っ
て
い
る

も
の
の
確
認
、
ス
キ
ャ
ン
等
し

ま
し
た
ら
お
返
し
い
た
し
ま

す
。
持
参
い
た
だ
く
か
場
合
に

よ
っ
て
は
取
り
に
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
度
心
当
た
り
が
あ
れ

ば
ご
確
認
下
さ
り
、
ご
連
絡
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等

で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 〈
所
得
の
め
や
す
〉

　

１
１
８
万
円
＋
｛
扶
養
親
族

等
の
数
×

38
万
円
｝

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
毎
年
の
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
に
は
、
在
学

期
間
が
分
か
る
在
学
証
明
書

か
、
有
効
期
限
の
記
載
の
あ
る

学
生
証
の
写
し
の
提
出
が
必
要

で
す
。

平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特

例
を
う
け
て
い
る
方
で
、
平
成

29
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

4
月
上
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等

が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
28
年
度
学
生
納
付
特
例

の
申
請
時
期
に
よ
っ
て
は
4
月

に
送
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年

度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
金
の
手
続
き
を
す
る
と
き
は

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
基
礎
年
金
番
号
の
記

載
さ
れ
た
書
類
に
は
、
年
金
手

帳
・
年
金
証
書
・
年
金
振
込
通

知
書
・
年
金
額
改
定
通
知
書
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内 大庭久志さんが瑞宝双光章を受章
健康福祉課☎ 72-0651

津
和
野
町
河
村
に
お
住
ま
い

の
大
庭
久
志
さ
ん
が
長
年
の
教

育
に
対
す
る
ご
功
労
が
認
め
ら

れ
、
平
成
29
年
１
月
１
日
付
け

で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
、
３
月
３
日
に
下
森
町
長
よ

り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

大
庭
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
３

月
31
日
付
け
で
木
部
村
木
部
中

学
校
教
諭
と
し
て
の
勤
務
を
振

り
出
し
に
、
平
成
元
年
３
月
に

日
原
小
学
校
長
で
の
退
職
ま
で

の
41
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

各
学
校
に
お
い
て
、
児
童
・
生

徒
の
教
育
に
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
間
、
教
育
の
改
善
、
道

徳
教
育
の
推
進
・
研
究
に
取
り

組
み
、
学
校
教
育
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
も
平
成
元
年
か
ら
平

成
３
年
12
月
末
の
間
、
社
会
福

祉
法
人
「
に
ち
は
ら
福
祉
会
」

で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
星

の
里
」
及
び
「
日
原
町
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
ら
れ
、
開
所
後
は
所

長
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
６
年
４
月
よ
り
平

成
10
年
３
月
ま
で
の
４
年
間
、

池
河
公
民
館
長
と
し
て
も
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
豊
富
な
知

識
と
経
験
ま
た
高
潔
な
る
人
格

と
高
い
識
見
を
も
っ
て
、
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
、
生
涯
教
育

推
進
な
ど
、
社
会
教
育
活
動
の

活
性
化
に
積
極
的
な
実
践
活
動

を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
社
会

教
育
振
興
の
た
め
、
ま
た
、
公

民
館
施
設
の
適
切
な
管
理
運
営

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
評
価
さ
れ
こ
の
度
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

教育委員会☎ 72-1854

受章された大庭久志さん（左）

この写真のように不明瞭でも結構です

健康福祉課☎ 72-0651
国民健康保険人間ドックのお知らせ

身
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
に
、
是
非
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
み
せ
ん
か
？

対
象
者
は
受
診
日
に
津
和
野

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
74
歳
ま
で
の
方
で
す
。

■
日
帰
り
ド
ッ
ク

総
合
的
な
健
康
診
断
で
す
。

◇
場　

所
：
和
﨑
医
院

◇
定　

員
： 

50
名

◇
負
担
金
： 

５
，
０
０
０
円

◇
検
査
項
目
:
①
問
診
・
診
察

②
身
体
測
定
③
眼
科
検
査

④
聴
力
検
査
⑤
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
⑥
循
環
器
機
能
検

査
⑦
消
化
器
機
能
検
査
（
胃

カ
メ
ラ
、
便
潜
血
）
⑧
肝
機

能
検
査
⑨
膵
臓
機
能
検
査

⑩
腎
尿
路
機
能
検
査
⑪
血

液
検
査
⑫
糖
代
謝
検
査
）

■
肺
ド
ッ
ク
　

喫
煙
者
の
方
、
そ
の
ご
家
族

さ
ま
な
ど
、
受
動
喫
煙
が
気
に

な
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

◇
場　

所
：
津
和
野
共
存
病
院

◇
定　

員
： 

20
名

◇
負
担
金
：
３
，
０
０
０
円

◇
検
査
項
目
:
①
問
診
・
診
察

②
身
体
測
定
③
循
環
器
機

能
検
査
④
肺
機
能
検
査
（
胸

部
Ｃ
Ｔ
、
呼
吸
機
能
（
ス
パ

イ
ロ
）
検
査
等
）
⑤
肝
機
能

検
査
⑥
腎
尿
路
機
能
検
査

⑦
糖
代
謝
検
査
⑧
血
液
検

査
■
脳
ド
ッ
ク

脳
の
血
管
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

◇
場　

所
：
津
和
野
共
存
病
院

◇
定　

員
：
50
名　

◇
負
担
金
：
８
，
０
０
０
円

◇
検
査
項
目
:
①
問
診
・
診
察

②
身
体
測
定
③
眼
科
検
査

④
聴
力
検
査
⑤
循
環
器
機

能
検
査
⑥
肝
機
能
検
査
⑦

血
液
検
査
⑧
腎
尿
路
機
能

検
査
⑨
糖
代
謝
検
査
⑩
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
⑪
知
的
機
能
検

査
⑫
頸
部
ド
ッ
プ
ラ
ー
⑬

栄
養
指
導

■
申
込
期
限

　

5
月
10
日
（
水
）
必
着

■
申
込
先

・
津
和
野
庁
舎 

健
康
福
祉
課

・
本
庁
舎 

総
合
窓
口

※
案
内
・
申
込
み
用
紙
は
、
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に

納
税
通
知
書
と
一
緒
に
郵

送
し
ま
す
。
ま
た
、
津
和
野

庁
舎
健
康
福
祉
課
、
本
庁
舎

総
合
窓
口
に
配
置
し
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
訂
正
の
お
知
ら
せ

　
広
報
つ
わ
の
４
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
て
、
大
庭
光
希
さ
ん
の
ル
ビ
に
誤

　
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誤
「
み
つ
き
」　
正
「
こ
う
き
」



月 -Monday- 火 -Tuesday-

主な行事のお問合せ先
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金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday-

津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら

土 -Saturday-日 -Sunday-

なごみ

シルク日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略字
表記について

日原公民館日公

納期限は5月 31 日

5

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■タブレット講習会 ,PC ちょ

い知り教室　　つわの暮ら
し推進課･････････☎74-0092

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , ハングル講
座 , キッズえいかいわ，ア
ロマヨガ，水彩画教室，フ
ラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，

水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、フォロー教室
※１ 地域運動推進員サロ
ン活動・研修会　地域包括
支援センター

･ ☎72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 1 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 1 期
介護保険料・・第 1 期
固定資産税・・第 １ 期
軽自動車税・・第 １ 期

27262524

31

20191817

10

3

11 12

23

16

98

15

22

302928

21

14

7 13

62 541

◎心配ごと相談
　無料人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎季節の湯（しょうぶ , 露天にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30 ～ 16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /13:30~15:00）
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎心の相談
（まちせ /14:00~16:00）

◎第 95 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎石見神楽公演（左鐙社中）
（なごみ ）

◎はぴこ募集説明会
（役場本庁舎 /13:30~）

◎行政相談
　無料人権相談
　明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:00~16:00）

◎ヨガ教室
（プラサ枕瀬 /19:30~20:30）

◎写真教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（須川公民館 /10:00~12:00）

◎幼児健診
（ふくせ / 午後）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎かけ橋の会※ 2

（やまび /14:00~16:00）
◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎「チェンソー特別教育」講習会
（要予約農林課☎ 72-0653）
（日原体育館地下駐車場 / 実

技 9:00~16:00）

◎月いちボランティア清掃
（社協津和野支所 /8:00~9:00）

◎「チェンソー特別教育」講習会
（要予約農林課☎ 72-0653）
（池河公民館/学科8:30~11:30）
（日原体育館地下駐車場 /
  実技 1230~16:30）

◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（木部公民館 /10:30~11:30）
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎季節の湯（しょうぶ , 露天にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30 ～ 16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎陶芸教室
（日原公 /9:00~12:00）◎育児・栄養相談

（日原保育園 /10:00~11:30）
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ ）

◎青野山ハイキング◎温泉営業日
（なごみ /10:00~21:00）

※２ 対象 : 脳血管疾患の既往の
ある方およびその家族

※３ 家庭のあり方を見つめな
おし、家族でふれあう時間を
作るために設けられた日

※４ 対象：70 歳以上のひとり
暮らしの方、70 歳以上だけ
の２人以上暮らしの方

あなたの「働きたい」を応援します
サポートステーションは 15 歳から 39 歳までの働くこと
に不安や悩みを抱える若者の総合相談窓口です。出張セ
ミナーでは、ビジネスマナーや自己分析などを行います。
・出張相談会
　5 月 26 日　11 時～ 13 時
　ハローワーク益田１階相談室
・出張セミナー
　5 月 26 日　15 時～ 16 時
　益田市子ども若者支援センター
■問い合わせ
しまね西部若者サポートステーション
　☎ 0855-22-6830

◎発達クリニック
（ふくせ / 午後）

◎津和野図書館休館日
◎世界禁煙デー

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎つわのオレンジカフェ
（社協津和野支所/10:00~12:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）
（まちせ /13:30~14:30）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎行政相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎育児・栄養相談
（まちせ /10:00~11:30）

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎リハビリ恋・来い・鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

【当番医】 つわぶき医院

【当番医】 増野医院 【当番医】 和﨑医院 【当番医】 津和野共存病院

【当番医】 栗栖医院

【当番医】増野医院

【当番医】 津和野共存病院

憲法記念日 みどりの日 こどもの日
◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（左鐙公民館 /10:30~11:30）
（やまび /13:30~14:30）

◎企画展「作家の原稿 近代作家
の筆跡を楽しむ」

（森鴎外記念館 /  5/2~7/9）

日公

日公

日公 日公

日公

日公

日公日公

日公

日公

日公

やま

やま

やま

やま

やま

やま

福セ

福セ

福セ

福セ
なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
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民
生
委
員
制
度
は
大
正
６
年

に
岡
山
県
で
発
足
し
た
「
済
世

顧
問
制
度
」
に
始
ま
り
ま
す
。

翌
大
正
７
年
に
は
大
阪
で
「
方

面
委
員
制
度
」
が
発
足
し
、
昭

和
３
年
に
方
面
委
員
制
度
が
全

国
に
普
及
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
生
活
に
困
窮
す
る
人
び
と
を

救
う
た
め
に
始
ま
っ
た
制
度

で
、
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
活

上
の
課
題
を
抱
え
る
人
び
と
の

支
え
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て

ど
う
い
う
人
な
の
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
簡

単
に
言
う
と
、「
福
祉
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
近
所
の
人
」
で

す
。
専
門
的
な
技
能
や
資
格
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
専
門
機
関

な
ど
に
つ
な
ぎ
、
課
題
が
解
決

す
る
よ
う
寄
り
添
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
行
政
や
社
協
、
学
校

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携

し
て
い
ま
す
。

　
誰
が
な
っ
て
い
る
の
？

民
生
委
員
法
に
民
生
委
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
市
町
村

ご
と
に
設
置
さ
れ
る
推
薦
会
に

お
い
て
、
地
域
住
民
の
中
で
、

社
会
福
祉
に
熱
意
の
あ
る
人
が

選
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
誰
か
分
か
ら
な
い
の

で
す
が
・
・
・

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地

域
を
担
当
し
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　
相
談
内
容
は
誰
に
も
知
ら
れ

た
く
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・

民
生
委
員
法
に
守
秘
義
務
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
意
い

た
だ
い
て
な
い
こ
と
を
他
の
人

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
当
時
）
は
、昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

に
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
定
め

ま
し
た
。
５
月
12
日
か
ら
１
週
間
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日　
活
動
強

化
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0673
民生委員制度が創設１００周年を迎えました

全
国
で
行
わ
れ
る
第
11
回
食

育
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
、
畑
迫
保

育
園
が
保
育
内
容
に
つ
い
て
高

い
評
価
を
受
け
「
優
秀
賞
」
を

頂
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
、
畑
迫
保
育
園

は
、
1
～
6
歳
の
園
児
14
名
が

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
生
活

し
て
い
ま
す
。少
子
化
が
進
み
、

人
と
か
か
わ
る
場
面
が
少
な
く

な
っ
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
職

員
は
「
子
ど
も
の
笑
顔
で
地
域

を
元
気
に
し
た
い
！
」「
地
域

を
巻
き
込
ん
で
子
ど
も
た
ち
が

色
々
な
人
と
か
か
わ
る
経
験
を

増
や
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で

日
々
保
育
し
て
き
ま
し
た
。

散
歩
を
通
し
て
畑
迫
の
四
季

折
々
の
自
然
に
触
れ
、
地
域
の

方
を
招
い
て
行
事
を
し
た
り
、

筍
掘
り
や
栗
拾
い
、
畑
で
の
野

菜
の
栽
培
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
と
、
積
極
的
に
地
域
の
方
々

と
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
「
食
」
に
関
心

を
よ
せ
る
た
め
の
基
盤
を
身
に

つ
け
る
活
動
が
充
実
し
、
そ
し

て
こ
れ
ら
の
活
動
が
子
ど
も
達

の
心
身
の
育
ち
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

保
育
園
だ
け
で
は
で
き
な
い

貴
重
な
経
験
が
、
地
域
の
自
然

や
人
と
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
心
や
体
を
育
て
て
い
け
る
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

畑迫保育園☎ 72-1595

さ
い
（
５
月
23
日
（
火
）
午
後
5

時
15
分
必
着
）。
用
紙
は
、
縦
覧

場
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

５
月
９
日
（
火
）
～
５
月
23

日
（
火
）（
閉
庁
日
、
閉
庁

時
間
を
除
き
ま
す
）

縦
覧
場
所

　

津
和
野
庁
舎
総
合
窓
口

　

島
根
県
都
市
計
画
課

※
島
根
県
都
市
計
画
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
可

問
合
せ
先

　

島
根
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
６
９
９

津
和
野
町
建
設
課

☎
74
・
０
０
８
１

島
根
県
で
は
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
き
、
津
和
野
都
市
計
画
区

域
に
お
け
る
、
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
案
及
び

津
和
野
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

の
変
更
（
津
和
野
町
ご
み
焼
却
場

の
廃
止
）
案
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
県
都
市
計
画
課
（
松
江
市
殿

町
８
番
地
）
ま
た
は
建
設
課
（
津

和
野
町
日
原
２
４
５
番
地
１
）
へ

郵
送
す
る
か
、
直
接
お
持
ち
く
だ

建設課☎ 74-0081
津和野都市計画の変更案の縦覧

の
５
人
か
ら
３
人
に
引
き
下

げ
、
対
象
の
内
容
も
こ
れ
ま
で

の
新
設
・
増
設
に
加
え
て
改
築
・

改
装
も
制
度
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
制
定
は
、
町
が
12
月

に
制
定
し
た
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
制
度
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
小
規
模
な
事
業
所
の

改
装
等
も
条
例
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
条
例
の
適
用
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
町
商
工
観
光
課
ま
た

は
津
和
野
町
商
工
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
で
は
、
こ
れ
ま

で
誘
致
企
業
へ
の
支
援
を
中
心

に
展
開
し
て
き
た
津
和
野
町
産

業
振
興
条
例
を
よ
り
事
業
者
の

皆
様
に
利
用
し
や
す
い
制
度
と

す
る
た
め
、
名
称
を
「
津
和
野

町
産
業
振
興
の
た
め
の
固
定
資

産
税
の
減
免
等
に
関
す
る
条

例
」
と
し
て
新
た
に
制
定
し
ま

し
た
。

新
条
例
で
は
、
こ
れ
ま
で
対

象
と
な
る
資
本
の
投
資
額
が

２
，
０
０
０
万
円
以
上
で
あ
っ

た
も
の
を
１
，
０
０
０
万
円
以

上
に
拡
充
し
、
併
せ
て
こ
れ
ま

で
一
律
で
あ
っ
た
減
免
率
を
投

資
額
に
応
じ
た
減
免
率
に
変
更

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
時
雇

用
す
る
従
業
員
数
も
こ
れ
ま
で

商工観光課☎ 72-0652
津和野町産業振興条例を拡充制定

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

特
別
に
弔
慰
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。
請
求
期
限
は
平
成
30

年
４
月
２
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
、
手
続

き
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

健康福祉課☎ 72-0673

戦没者等のご遺族の皆様へ
第 10 回特別弔慰金が支給されます

食育コンテスト入賞！！地域と自然にとけこむ保育
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パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
と
は

自
宅
か
ら
自
家
用
車
で
駅
ま

で
行
き
、
そ
こ
に
車
を
駐
車
し

て
、
後
は
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
目
的
地
に
向
か
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。
交
通
渋
滞
を
緩
和

で
き
る
他
に
、
排
気
ガ
ス
減
少

な
ど
の
環
境
面
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

利
用
条
件

・
津
和
野
町
駅
前
駐
車
場
に
車

を
停
め
る
こ
と

・
津
和
野
駅
に
て
次
の
往
復
切

符
の
購
入
を
す
る
こ
と

往
復
切
符
の
条
件

・
津
和
野
駅
か
ら
益
田
方
面
で

あ
れ
ば
益
田
駅
以
遠
の
往
復

切
符　
　
　
　
　
　
　

・
山
口
方
面
で
あ
れ
ば
山
口
駅

以
遠
の
往
復
切
符

※
利
用
期
間
に
つ
い
て
は
、往
復

切
符
利
用
期
間
の
み
対
象

利
用
ま
で
の
流
れ

①
津
和
野
駅
に
て
上
記
該
当
往

復
切
符
購
入
時
、
口
頭
で

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を

使
用
し
た
い
と
申
告

② 

①
で
利
用
条
件
に
該
当
し

て
い
れ
ば
駐
車
場
無
料
券

が
交
付
さ
れ
る

③
出
庫
時
に
、駐
車
場
利
用
券
、

無
料
券
の
順
に
挿
入

注
意
点

・
紛
失
で
の
再
交
付
は
あ
り
ま

せ
ん

・
駐
車
場
が
満
車
の
際
は
無
料

券
が
交
付
さ
れ
て
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん

・
駐
車
場
無
料
券
が
不
良
の
場

合
は
次
の
再
交
付
窓
口
ま
で

再
交
付
窓
口

・
津
和
野
町
観
光
協
会

９
時
～
17
時
（
年
中
無
休
）

・
役
場
商
工
観
光
課

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
日
祝
日
、
12
月
30
日
～
1

月
4
日
以
外
）

商工観光課☎ 72-0652
津和野駅前駐車場がパークアンドライドスペースに！

平
成
29
年
３
月
９
日
、
津
和

野
町
内
の
郵
便
局
長
な
ど
関
係

者
が
出
席
し
、
津
和
野
町
内
郵

便
局
と
津
和
野
町
と
の
地
域
に

お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
の

締
結
式
が
行
わ
れ
、
津
和
野
町

内
郵
便
局
代
表
郵
便
局
の
畑
迫

郵
便
局
齋
藤
哲
史
局
長
と
下
森

博
之
町
長
が
、
協
定
書
に
調
印

し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
の
内
容
は
、
津
和

野
町
内
の
郵
便
局
が
、
業
務
中

に
次
の
事
項
に
関
し
て
発
見
等

し
た
場
合
に
、
そ
の
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
津
和
野
町
に

協
力
す
る
も
の
で
す
。

①
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど

も
な
ど
、
住
民
の
何
ら
か
の

異
変
に
気
付
い
た
場
合

②
道
路
の
異
状
を
発
見
し
た
場

合
③
不
法
投
棄
が
疑
わ
れ
る
廃
棄

物
等
を
発
見
し
た
場
合

※
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
直

接
、
消
防
ま
た
は
警
察
に
通

報
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

町
内
郵
便
局
と
津
和
野
町
と
の

組
織
的
な
連
携
・
協
力
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
進
み
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

総務財政課☎ 74-0028

と
は
、
町
の
重
要
な
責
務
の
ひ

と
つ
で
す
。
こ
の
整
備
事
業
に

よ
り
、
町
内
24
箇
所
に
屋
外
拡

声
子
局
を
設
置
す
る
と
と
も
に

町
内
の
各
ご
家
庭
や
事
業
所
、

公
共
施
設
な
ど
を
対
象
に
戸
別

受
信
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
緊
急
時
に
、
よ

り
確
実
な
情
報
の
提
供
が
可
能

と
な
り
、
被
害
の
未
然
防
止
や

最
小
限
に
止
め
る
た
め
の
行
動
、

判
断
が
で
き
る
有
効
な
手
段
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
火
災
な
ど
の
防
災

情
報
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
告
知
放
送
で
は
な

く
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
と
し
て
は
、
全
世

帯
へ
の
戸
別
受
信
機
設
置
を
目

標
に
、
今
後
も
加
入
促
進
を
行
う

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
防
災
機
能

の
強
化
を
進
め
る
方
針
で
す
。

事業名
津和野町デジタル防
災行政無線施設（同報
系）整備事業

事業
年度 平成 26 ～ 28 年度

主要
設備

親局（役場本庁舎）
遠隔制御装置（役場
津和野庁舎・益田広
域消防本部）
中継局（益田中継局・
十種ヶ峰中継局）
簡易中継局（木部谷
川簡易中継局）
再送信子局（役場津和
野庁舎・日原カントリ
ーパーク・左鐙西）
屋外拡声子局 24 基
戸別受信機 3,092 台
文字表示装置 40 台

総事
業費 4 憶 8,018 万 4 千円

３
月
16
日
、
津
和
野
町
防
災

行
政
無
線
開
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

津
和
野
町
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
は
、
平
成
26
年
度
に
実

施
設
計
、
27
年
度
、
28
年
度
の

２
ヶ
年
に
か
け
て
工
事
を
行

い
、こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

津
和
野
町
で
は
、
平
成
25
年

７
月
28
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
に
お
い
て
、
土
砂
崩
れ
等
に

よ
り
電
線
な
ど
が
破
断
し
、
一

部
地
域
で
防
災
情
報
が
伝
達
で

き
な
い
状
況
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
教
訓
に
、
防

災
情
報
を
よ
り
確
実
に
伝
達
す

る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
住
民
の
皆
さ
ま

が
避
難
行
動
を
と
る
判
断
に
必

要
な
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
こ

総務財政課☎ 74-0028
防災行政無線が開通しました

津
和
野
町
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
お
よ
び
環
境
保
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
を
住

宅
に
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

津
和
野
町
内
に
自
ら
居
住
す

る
住
宅
も
し
く
は
居
住
す
る
予

定
の
住
宅
に
、
表
に
示
す
設
備

を
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で
に

新
た
に
設
置
完
了
す
る
方

■
申
請
方
法　

設
置
工
事
の
着
工
前
に
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
補
助
金
交
付
申
請
書
に
記

入
い
た
だ
き
、
必
要
な
書
類
を

添
付
し
て
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
要
綱
・

様
式
を
取
得
で
き
ま
す
。）

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
再生可能エネルギーを活用される方へ補助金を交付します

町内郵便局と ｢地域における協力に関する協定｣ を締結しました

事業概要

締結式の様子

新たに設置する設備 補　助　額

太陽光発電システム １ｋＷあたり５万円（上限３ｋＷ 15 万円）

省エネ設備（エコキュート、エコジョーズ） 設置費用の１/ ３（上限５万円）
太陽熱利用設備

（自然循環型太陽熱温水器を除くソーラーシステム） 設置費用の１/ ２（上限 30 万円）

ペレットストーブ、薪ストーブ 設置費用の１/ ３（上限 20 万円）
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町からのお知らせ

３
月
14
日
火
曜
日
、
津

和
野
町
民
セ
ン
タ
ー
で

ｆフ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
学
ぶ
「
は
じ
め

て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
全
４
回
を

通
じ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
、
最
終
回
と
な

っ
た
今
回
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
記
事

を
投
稿
す
る
際
に
よ
り
多
く
の

反
応
を
生
む
た
め
の
文
章
の
書

き
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

講
師
に
東
京
を
拠
点
に
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
作
成
な
ど
を
手
掛
け

る
日
本
中
小
企
業
情
報
化
支
援

協
議
会
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
志し

か
ま鎌 

真ま

な

み
奈
美
さ
ん
を

招
き
、
用
意
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
分

が
あ
る
店
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ

た
場
合
に
、
想
定
さ
れ
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
効
果
的
な
文
章
を
考

え
て
Ｐ
Ｒ
文
を
作
成
す
る
と
い

っ
た
実
践
形
式
で
学
び
ま
し

た
。
講
師
か
ら
は
「
自
分
が
伝

え
た
い
こ
と
で
は
な
く
、
顧
客

目
線
で
言
葉
を
選
択
す
る
必
要

が
あ
る
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
多
く

の
テ
キ
ス
ト
が
あ
ふ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
中
で
目
を
と
め
て

も
ら
え
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
事
。」
と

参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
町
が
行

う
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
に
長
け
た
人

材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。
津
和
野
町
で
は
平
成
29
年

度
も
Ｉ
Ｔ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を

企
画
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方

の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

し
て
い
ま
す
。

新
会
社
に
移
行
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
既
存
の
事
業
に
加
え

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
の
新

た
な
分
野
で
の
事
業
展
開
を
目

指
し
、
IT
を
活
用
し
た
「
高
齢

者
の
見
守
り
支
援
事
業
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
を
拠
点
と

し
た
「
買
い
物
支
援
事
業
」
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

に
よ
り
地
域
課
題
の
解
決
や
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
拡
大
、
雇
用

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
販
事
業
や
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
に
加
え
、
天
文
台
や

宿
泊
施
設
の
ほ
か
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
や
温
泉
施
設
の
事
業

を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
民
の
健
康
増
進
な
ど
の
福
祉

的
事
業
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で

以
上
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

町
が
保
有
す
る
道
の
駅
「
シ

ル
ク
ウ
ェ
イ
に
ち
は
ら
」
を
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る
株

式
会
社
石
西
社
と
「
津
和
野
温

泉
な
ご
み
の
里
」
を
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
す
る
株
式
会
社

津
和
野
に
加
え
、「
天
文
台
」

や
「
枕
瀬
山
森
林
公
園
キ
ャ
ン

プ
場
」
な
ど
を
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
す
る
株
式
会
社
日
原

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
３
社
の
合
併

契
約
調
印
式
が
３
月
７
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
３
社
の
合
併
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
に
旧
津
和
野
町

と
旧
日
原
町
が
合
併
し
た
時
か

ら
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
合
併
に

つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
平
成

21
年
４
月
に
「
地
方
公
共
団
体

財
政
健
全
化
法
」
が
全
面
施
行

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
の
財
政

負
担
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
計

画
的
な
削
減
に
よ
っ
て
本
町
財

政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
や
第

三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化
へ

の
指
導
助
言
等
に
よ
る
自
立
経

営
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
経
営
状
況
の
分
析
、

評
価
及
び
経
営
改
善
、
経
営
統

合
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
と

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
第３セクター合併契約調印

顧客目線で言葉を選ぼう SNS 上の投稿のコツ

講演を行う志鎌真奈美さん

調印を行った株式会社津和野の御手洗
剛代表取締役（左）と株式会社日原リ
ゾート開発の橋本正嗣代表取締役（右）

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

３月 19日（日）つわの春の観光開き
観光開きの時、しまねっこさんとお出迎えや鏡割
りをしたんよ♪
しまねっこさんは樽の中身に興味津々だったね♪

とうとう新年度が始まって１ヶ月経つね♪
みんなどんな～？新しい環境に慣れてきたころか
な～？？
みんなにもきっと素敵な出会いや仲間が増えてる
んだろうな♪
津和野もＳＬが運行開始になって、たくさんのお客
さんを迎えることができてつわみんもうれしいよ♪
ＧＷもすぐ！麓耕のこいのぼりもしっかり泳いで
いるよ♪
つわみんもがんばって津和野をＰＲせんとじゃ！

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず

つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

※
平
成
28
年
度
（
平
成
29
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

ど
う
し
た
の	

手
つ
だ
っ
て
あ
げ
る	

と
も
だ
ち
だ
も
ん

津
和
野
小
学
校
1
年　

日
熊
隼
斗
さ
ん

な
か
な
い
よ	

み
ん
な
が
い
る
か
ら	

へ
い
き
だ
よ

津
和
野
小
学
校
1
年　

石
川
結
夢
さ
ん

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
な
い
て
い
る
人
に			

気
づ
い
て
ね

津
和
野
小
学
校
2
年　

藤
井
美
乃
里
さ
ん

お
も
い
や
り	

そ
の
一
言
で			

し
あ
わ
せ
に

津
和
野
小
学
校
2
年　

富
岡
璃
煌
さ
ん

「
が
ん
ば
っ
て
！
」			

エ
ー
ル
を
も
ら
う
と				

う
れ
し
い
な

津
和
野
小
学
校
3
年　

櫻
井
千
花
さ
ん

お
母
さ
ん	

毎
日
ご
飯						

お
い
し
い
よ

津
和
野
小
学
校
3
年　

松
本
光
成
さ
ん

上
手
だ
ね	

ほ
め
て
あ
げ
よ
う	

友
達
を

津
和
野
小
学
校
4
年　

石
川
碧
月
さ
ん

笑
顔
は
ね	

友
達
つ
く
る						

ま
ほ
う
で
す

津
和
野
小
学
校
4
年　

弘
中　

晃
さ
ん
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わたや

駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 5月 4日（木・祝）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 5月 5日（金・祝）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 5月 28日（日）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 5月 14日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

■ 5月 3日（水・祝）
増野医院

☎ 74-0053

■ 5月 21日（日）
増野医院

☎ 74-0053

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

4
月
12
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

http://w
w

w
.m

asudahim
aw

ari.com

自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■
納
期
内
の
納
付
を

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日（
水
）

で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度

よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
納
税
通
知
書
発
送
日

5
月
1
日
（
月
）

■
自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化
税
制
」

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た

自
動
車
で
、
低
燃
費
及
び
排
出
ガ
ス
性
能

が
一
定
の
基
準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ

の
満
た
す
基
準
に
応
じ
て
、
平
成
29
年
度

の
税
額
が
約
75
％
又
は
50
％
軽
減
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
経

過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年
経
過

し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が

約
15
％
（
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
等
は
約
10
％
）

加
算
（
重
課
）
さ
れ
ま
す
。

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー 

税
務
部 

不
動
産
・
自
動
車
課
税
課

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
７
３
７

訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

次
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
医
療
事
務
科
（
益
田
）

調
剤
薬
局
等
で
必
要
な
医
療
事
務
の

知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

医
科
医
療
事
務
管
理
士
の
資
格
取
得
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
様
々
な
業
務
で
必
要

と
さ
れ
る
、
パ
ソ
コ
ン
の
初
級
中
級
レ
ベ
ル

の
知
識
と
操
作
ス
キ
ル
を
習
得
し
ま
す
。

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
で

１
万
円
程
度
必
要
）

■
訓
練
期
間

6
月
1
日
（
木
）
～
8
月
31
日
（
木
）

㈱
ラ
イ
ト
西
部
支
店　
（
益
田
市
駅

前
町
37
ー
15
）

5
月
11
日
（
木
）

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

☎
０
８
５
６
・
22
・
２
４
５
０

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
午
前
8
時
30
分
と
午

後
2
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9
時

～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

鷲原八幡宮

■ 5月 7日（日）
つわぶき医院

☎ 72―3500

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹　
　

　
　
　
　
　
　
　

自
死
遺
族
の
集
い

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
は
、

２
０
０
８
年
8
月
に
発
足
し
た
自
死
遺
族

だ
け
で
運
営
を
行
う
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。

大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
悲
し
み
、

苦
し
み
、
怒
り
等
を
遺
族
だ
け
で
語
り
合

う
場
と
し
て
次
の
日
程
で
「
分
か
ち
合
い

の
つ
ど
い
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

ど
う
か
１
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
同
じ
痛
み
を
も
つ
遺
族
同
士
で
分
か

ち
合
い
ま
せ
ん
か
…
。
個
人
情
報
な
ら
び

に
分
か
ち
合
い
の
会
で
の
お
話
の
内
容
等

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
場

内
に
自
死
と
い
う
文
字
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
日
程

4
月
22
日
、
6
月
24
日
、
8
月
26
日
、

10
月
28
日
、
12
月
23
日
、
平
成
30
年

2
月
24
日

・
分
か
ち
合
い　

14
時
～
15
時

・
茶
話
会（
Ｊ
交
流
会
）15
時
30
分
～
17
時

益
田
保
健
セ
ン
タ
ー
（
益
田
駅
前
ビ

ル
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
）

※
茶
話
会
（
J
交
流
会
）
に
は
遺
族
以

外
の
方
に
お
入
り
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
（
弁
護
士
、
保
健
師
、

宗
教
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
行
政

の
自
死
担
当
者
な
ど
）

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

☎
０
９
０・４
６
９
２・５
９
６
０（
桑
原
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
新
・
御
宿
か
わ
せ
み　

青
い
服
の
女

平
岩
弓
枝
……
…
…
…
…

文
芸
春
秋

▽
リ
ー
チ
先
生

原
田
マ
ハ
……
…
…
…
…
…

集
英
社

▽
心
霊
探
偵
八
雲　

亡
霊
の
願
い

神
永
学
……
…
…
…
…
…

角
川
書
店

▽
表
御
番
医
師
診
療
録
９

上
田
秀
人
……
…
…
…
…

角
川
書
店

▽
お
世
話
さ
れ
上
手

釈
徹
宗
……
…
…
…
…
…

ミ
シ
マ
社

▼
津
和
野
図
書
館

5
月
31
日
（
水
）
は
休
館
で
す
。

4
月
号
掲
載
の
休
館
日
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。正
し
く
は
4
月
28
日（
金
）で
す
。

▽
365
日
世
界
一
周
絶
景
の
旅

Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
……

い
ろ
は
出
版

▽
書
店
主
フ
ィ
ク
リ
ー
の
も
の
が
た
り

ガ
ブ
リ
エ
ル・ゼ
ヴ
ィ
ン
……
早
川
書
房

▽
大お

ひ
ょ
う鮃

藤
原
新
也
……
…
…
…
…
…

三
五
館

▽
小
さ
な
庭
の
つ
く
り
方

……
…
…
…
…
…
…

朝
日
新
聞
出
版

▽
賢
治
童
話
ビ
ジ
ュ
ア
ル
事
典

中
地
文
……
…
…
…
…
…

岩
崎
書
店

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
5
月
8
日
、

15
日
、
29
日
（
そ
の
他
未
定
））・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
（
午

後
・
予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
第
1
・

3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来
診

療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子
宮

が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
5
月
10
日
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
２
時
か
ら
開
始
（
初
診
・
紹

介
患
者
の
み
））

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

講演を行う成澤廣修文教区長

寺内を練り歩くお稚児さんたち

力強い射撃に思わず見入ってしまいます

桜が飾る流鏑馬
桜が散ってからの開催が多い鷲原八幡宮での流鏑馬神
事。当日 4月 9日は小雨が降っていましたが、満開の桜の
中で執り行うことができました。
午前の部では、流鏑馬射手３名、平騎者 12名が矢を放ち、
うち２名が皆

かいちゅう

中（３つの的に全て当たること）となりました。
広島県福山市から来られた写真サークルの３名は、「折角
朝早く来たんだから午後の部も楽しみたい」と意気込んで
いました。

キラキラ衣装に包まれて
お釈迦様の誕生日とされる 4月 8日の近くの日曜日に開
催される花まつり。今年は４月 2日に開催されましたが、
あいにくの雨のため、お稚児さんによる屋外での行列行進
は行われませんでした。今年の当番寺である興

こうげんじ

源寺にて行
われた灌

かんぶつえ

仏会では、お経が読まれるなか誕生仏に甘茶がそ
そがれ、集まった 60名程のお稚児さんの行列行進が寺内
にて行われました。
参加したお稚児さんは「象が引きたかったけど、楽しかっ
た」と、本来稚児行列で引くはずだった白象を名残惜しみ
ながら、来年が晴天となることを期待していました。

この地域を生き抜くために
4 月 8日、益田商工会議所にて、津和野町と協定を結ぶ
文京区の成

なりさわ

澤廣
ひろのぶ

修区長と、文京区と同様の協定を結ぶ東洋
大学の松

まつばら

原聡
さとる

副学長による地域活性化のための講演会が高
津川流域都市交流協議会主催で行われました。
講演会では区や大学での取り組みを紹介。松原副学長は、
人口減少やAI の進出といった時代の流れを踏まえ、独自
の政策を行い、自治体間の連携を強めることが大切だと自
身の発表を締めくくりました。

23　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　22



※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

facebookモバイル スマートフォン広報つわの

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

　

□発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25
□編集 /つわの暮らし推進課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002
□印刷 /（有）坂田印刷
□URL/ http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成29年3月末現在）

転出：111
死亡：9

転入：58
出生：4

男 3,552 人　女 4,127 人
人口：7,679 人世帯数：3,568

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの 2017 年 4月 14日発行

3
月
届
出
分

智ち

ぶ夫　

聖せ
い
や也	

2
・
20	

（
旭
町
上
）

齋さ
い
と
う藤　

翔し
ょ
う
た太	

2
・
24	

（
野
中
）

竹た
け
う
ち内　

大た
い
ち智	

3
・
3	

（
北
二
）

石い
し
か
わ川　

咲さ
く
ら良	

３
・
17	

（
木
ノ
口
住
宅
）

3
月
届
出
分

岸
田	

豊
美	

３
・
６	

（
小
直
）	

92
歳

新
田	

キ
ク
ヨ	

３
・
17	

（
野
地
）	

86
歳

三
浦	

壽
子	

3
・
25	

（
西
一
）	

87
歳

三
浦	

友
子	

３
・
30	

（
寺
田
上
）	

90
歳

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

町営バスの運賃の統一について
津和野地域で導入されていた区間制料金を変更し、
４月１日からの町営バスの料金は２００円に統一
することになりました。
小学生は半額となり、小学生未満は保護者と同伴
する１人は無料で１人を超えた人は小学生と同額
です。乗り継ぎも一度の利用で上限２００円とな
ります。
お出かけの際には、町営バスをご利用ください。

問い合わせ：つわの暮らし推進課☎74-0092

福祉・保育の就職フェアしまねにお越しください！
島根県内の福祉事業所の人材確保及び福祉職場に就職を希望する方への支援を目的に開催します。

■期日・会場
　① 5月 13日（土）くにびきメッセ（松江市）
　② 5月 20日（土）朱鷺会館（出雲市）
　③ 5月 21日（日）いわみーる（浜田市）
　時間：12時 30分～ 15時
　※浜田会場は開始時間等変更の場合あり
　※参加無料、申し込み不要、入退場自由、服装自由、年齢制限なし
■問い合わせ先
　社会福祉法人島根県社会福祉協議会（島根県福祉人材センター）
　　☎ 0852-32-5957

■内容
　・事業所による個別就職面談コーナー
　・就職支援機関等による個別相談コーナー
　・事業所ＰＲブックの配布
　・福祉の仕事説明コーナー


